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	応用
	抗原情報
	背景
	コルタクチン(CTTN) Homo sapiens この遺伝子は、乳がん、頭頸部扁平上皮がんにおいて過剰発現している。コードされているタンパク質は、細胞質および細胞基質接触部に局在している。この遺伝子には2つの役割がある: (1) 接着型結合の構成要素間の相互作用を制御すること、(2) 上皮細胞およびがん細胞の細胞骨格および細胞接着構造を組織化すること。アポトーシスの過程で、コードされているタンパク質はカスパーゼ依存的に分解される。この遺伝子の異常な制御は、腫瘍細胞の浸潤および転移に寄与する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つのスプライスバリアントが同定されている。[RefSeq提供、2010年5月]、機能:細胞構造の組織化に寄与する可能性がある。SH3モチーフは、細胞骨格への結合領域として機能する可能性がある。形質転換細胞におけるチロシンリン酸化は、細胞増殖制御および形質転換に寄与する可能性がある。,オンライン情報:コルタクチンエントリ,類似性:1つのSH3ドメインを含む。,類似性:7つのコルタクチンリピートを含む。,細胞内局在:膜ラッフルおよびラメリポディアと関連する。,サブユニット:SH2ドメインを介してSHANK2およびSHANK3と相互作用する。また、FGD1とも相互作用する（類似性による）。PLXDC2とも相互作用する。,
	研究分野
	タイトジャンクション;病原性大腸菌感染症;
	画像データ
	

	コルタクチン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Cortactin抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

